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膀胱の粘膜下腫瘍が疑われた

and glandularis

Cystitis cystica

の1例

大和市立病院泌尿器科(部 長:熊 谷治巳)

増 田 光伸,北 見 一夫,千 葉喜美男,熊 谷 治己

A CASE OF CYSTITIS CYSTICA AND GLANDULARIS SUSPECTED 

     OF SUBMUCOSAL TUMOR OF URINARY BLADDER

 Mitsunobu MASUDA, Kazuo KITAMI, Kimio TIBA and Harumi KUMAGAI 

             From the Department of Urology, Yamato City Hospital

   A case of cystitis cystica and glandularis is reported. The patient visited our hospital with the 
complaint of terminal miction pain. Cystoscopic examination showed a walnut-sized, well-defined 
mass in the retrotrigone. The surface of the mass was nodular and partially cystic. Computer 
tomography showed a mass protruding inside and outside of the bladder. Transurethral biopsies 
of the mass revealed cystitis cystica and glandularis. 

                                                   (Acta Urol. Jpn. 35: 505-508, 1989)
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緒 言

Cystitisglandularislよ,膀 胱 の 非 腫瘍 性 の 増 殖

性病 変 であ るが,本 邦 に おい て は あ ま り報 告 され て い

な い.最 近 わ れ われ は.膀 胱 の 粘 膜 下腫 瘍 が 疑 わ れ た

cystitiscysticaandglandularisの 一 例 を経 験 した

の で若 干 の 文 献的 考 察 を 加 え て 報 告 す る.

症

患者:41歳,女 性

主訴:排 尿痛

既往歴:28歳 時子宮筋腫手術

家族歴:特 記すべきことなし

現病歴=1986年1月 頃 より,

例

時 々終末 時 排 尿 痛 が あ

り,婦 人科 医 院受 診 す る も特 に 異 常 な し と言 わ れ た.

しか し,そ の 後 も時 々排 尿 痛 を 認 め る ため1987年3月

16日 当科 受 診.IVP,膀 胱 鏡 検 査 の 結果,膀 胱 腫 瘍 の

疑 い に て1987年4月2日 入 院 とな った.

入 院 時 現 症:著 変 な し

入 院 時 検 査 所 見1末 梢 血 液;WBC5,300/mm3,

RBC412×Io4/mm3,Hb119/dl,Plt19×104/mm3,

Ht33.7%o.血 液 化学;BuN16mg/dl,Cro・89/dl,

TP7.99/dl,GoT211u/l,GPTgu/1,AIP146

u/l,LDH363u/l,電 解 質 異 常 な し.尿 所 見;蛋

白(±),糖(一),WBC2-3fhpf,RBC無 数/hpf.

尿 細 胞 診class1.

X線 検 査 所 見:IVPで は,上 部 尿路 に 異 常 は 認 め

られ なか った が,膀 胱 頂 部 に 不 整 な 陰 影 欠 損 を 認 め

た 。CTで は,膀 胱 の 後 壁 に2.8×t.8cmの 膀 胱 内

お よび膀 胱 外 へ も発 育す る腫 瘤 を 認め た(Fig.1).

膀 胱 鏡所 見 ・膀 胱 後三 角 部 に くる み大 の周 囲 との境

界 明瞭 な腫 瘤 を認 め た.表 面 は,結 節性 で一 部嚢 胞性

を 示 して いた.

膀 胱 の 粘膜 下 腫 瘍 の疑 いに て,1987年4月27日 経 尿

道 的 に 生検 を 行 った.

組 織 所 見=固 有 層 は著 明 な浮 腫 を 認 め,固 有 層 内 に

は,立 方 あ る いは 扁 平 な上 皮 か らな る 嚢 胞 お よび1～

数 層 の 円柱 上 皮 か らな る腺 管が 混在 して い た(Fig.

2,3).ま た,大 腸 の 杯細 胞 に 似 た 粘 液産 生 の著 明な 腺

管 も認 め られ,こ れ ら腺 管 はPAS陽 性 で あ った.

以 上 よ り病 理 組 織 学 的 診 断は,cystitiscysticaand

glandularisで あ った.5月 ユ6El退 院 とな り,現 在 外

来 に て経 過 観 察 中 で あ る,

考 察

CystitiscystiCaは,膀 胱三 角 部 特 に 尿 管 口近 傍 に
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Fig.1.膀 胱CT

Fi9.2・Cystitiscysticaの 病 理 組 織 像

Fig.3.Cystitisglandularisの 病 理 組 織 像

好発し肉眼的に透過性のある嚢胞あるいは水庖状を呈

している1).cystitisglandularisは,膀 胱鏡的に表

面が不整で繊毛状を呈し頂部に好発するタイプと,頸

部や三角部にみられ,正 常粘膜と区別される多発性の

乳頭状の隆起 としてみられるタイプが ある2).自 験例

においては,後 三角部にみられ表面は結節性で一部嚢

胞性であったが,粘 膜は肉眼的に上皮性腫瘍を思わせ

る変化に乏しく,ま た,膀 胱CTに て膀胱原発の腫

瘤を認めたため,膀 胱の粘膜下腫瘍が疑われた.組 織

学的には固有層にみられ,cystitiscysticaは,し ば

しば嚢胞内に粘液 を認め る.cystitisglandularis

は,杯 細 胞 を 持 った 大腸 粘膜 様 の,あ るい は 重 層 円柱

上 皮 よ りな る腺腔 を形 成 してい る3>.し か し,cystltls

cysticaとcystitisglandularisは,混 在 して い る こ

とが 多 く,両 者 を 区別 す る 明確 な組 織 学 的 基 準 もな い

こ と よ り,Koss3)はcystitiscysticaandglandu-

larisの 名 称 を 用 い て い る.自 験 例 に お い て も

cystitiscysticaとcystitisglandularisが 混在 して

お り,病 理 組 織 学 的 診 断 にcystitiscysticaand

glandularisを 用 い た,

森 山 ら4)は,1970年 以 降 のcyst量tiscysticaお よび

cystitisglandularisの 本 邦 報 告 例9症 例 を 集計 して

い るが,わ れ わ れ は そ の後 の報 告 例 お よび 自験 例 を加

え,15例 を 集 計 し えた1・4-14)(Tablel).年 齢 分 布

は,20歳 ～80歳 で,平 均49歳 で あ った.男 女 比 は,

5:2と 男 性 に 多 い,主 訴 は,血 尿 お よび 頻 尿 ・排 尿

痛 が 多 い.Parkeri5)の40例 のcystitiscysticaの 報

告 に よれ ぽ,年 齢 分 布 は20～82歳 で50歳 代 に最 も多

く,男 女 比 は9`llと 女 性 に 多 い.主 訴 は,頻 尿 ・排

尿痛 が最 も多 く次 に 血 尿 が 多 い.一 方,Daviesi6)ら

は12例 のcystitisglandularisを 報 告 して い る が,50

歳 代に 多 く,男 女 比31と 男 性 に 多 い.主 訴 は,お

も に血 尿 と尿 路 感 染 で あ った.

Cystitisglandularisの レン トゲ ン 所 見 に つ い て

Brogdonら2)は,膀 胱 造 影 で は 単 発 あ る い は 多発 性

の 陰影 欠損 を 認 め るが 特 異 的 な所 見 で は な い と述 べて

い る.Goffi7)は,38歳 男 性 に 発 生 し たcystitis

cysticaandglandularisの 膀 胱CT像 に つ い て報

告 して い る が,病 変 の左 右 対称 性 が診 断 に 有 用 で あ る

と述 べ て い る.自 験例 の膀 胱CTに お い て も同様 の

所 見 で あ った.腫 瘤 の対 称 性 は,膀 胱 の 腫瘍 あ るい

は,大 腸 の 腫瘍 で は 一般 に は 認 め られ な い17)こ と よ

り,本 疾 患 のCT所 見 の 特 徴 で あ る可 能 性 が あ り症

例 の 集積 が望 まれ る.

本 疾 患 が 臨 床 的 に 問 題 と な る の は,膀 胱 の腺 癌 と

の 合 併 症例 が 多数 報 告 され て い る こ とで あ る18一21).

Shawら18)は,5年 にわ た り観 察 を行 い3年 目に 悪性

化 の 傾 向 を示 し,5年 目に は 明 らか な腺 癌 に 移 行 した

cystitisglandularisの 症 例 を報 告 し,他 の 増 殖性 膀

胱 炎 と同 様cystitisglandularis}ま,前 癌 病 変 で あ

る と述 べ て い る.ま たLinら2Dは,尿 路 変 更 を 行 っ

た 神 経 因 性 膀 胱症 例 の検 討 を 行 い,特 に 膀 胱 内 に広 範

に 認 め られ るdiffusetypeのcystitisglandularis

は慢 性 の 感 染 な どに よる持 続 的 な 刺激 に よ り癌 化 しえ

る と述 べ て い る.一 方,Andersenら22)は,肉 眼 的 に

膀 胱 粘膜 の 正 常 な15例 の 病 理 解 剖 症例 の検 討 を 行 い 全

例 にBrunn'SneSt,CyStitiSCyStiCa,CyStitiSglan一
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Tablel.Cystitiscysticaandglandularis一 本 邦 報 告 例 一

報告者(年度)年 令 性別 主 訴 部 位 病理組織像

1.姉 崎 ら(1970)

2.緒 方 ら(1970)

3.大 越 ら(1971)

4.川 野 ら(1972)

5.野 辺 ち(1974)

6.〃

7.

8.

9.

10.

徳原 ら(1978)

森山 ら(1979)

"

宮城 ら(1981)

46

67

20

48

39

28

73

47

80

49

男

女

男

女

男

男

女

男

男

男

11.小 畠 ら(1981)43男

12.岩 崎 ら(1983)74女

13.西 本 ら(1984)26男

14.山 本 ら(1986)40男

15.自 験例(1987}41女

左側腹部痛

血尿

血尿

血尿

頻尿,残 尿感

排尿困難
血尿,頻 尿

頻尿,排 尿痛

蛋白尿,血 尿

頻尿,血 尿

排尿困難

排尿終末時痛
尿線の中絶

排尿終末時痛
血尿

排尿困難
残尿感
排尿終末時出血

排尿困難
残尿感

排尿痛

膀胱項部と右後壁

左尿管口部

右尿管口上部

後三角部

三角部から内尿道口

三角部から内尿道口

左尿管ロ

三角部

三角部

内尿道ロから
膀胱前壁

頸部

右尿管口後方
から後三角部

三角部から頸部

頸部

後三角部

Cystitisglandularis

Cystitisglandularis

Cystitiscystica

Cystitiscystica

Cystitisglandu畏aris

Cystitisglandularis

Cystitisglandularis

Cystitisg量andularis

Cystitisg星andularis

Cystitisglandu量aris

Cystitisglandu韮aris

Cystitisglandularis

Cystitisg夏andu置aris

Cystitiscystica

Cystitiscystica
andglandularis

dularisが 認められ,ま た,こ のような変化が腫揚の

発生頻度の低い腎孟,そ して尿道にも高率に認められ

ることより,こ れら病変はそれ自体経過観察を要 しな

いと述べている.ま た,Itoら2・3)も 肉眼的に膀胱粘膜

の正常な125例 の病理解剖症例の検討を行い,こ れら

病変は年齢に関係な く高率に認められることより,増

殖性膀胱炎は前癌性病変ではないと述べている.

増殖性膀胱炎が,前 癌性病変であるか否かに対する

定説が未だないことより,自 験例に対 しては,今 後長

期に渡 り定期的に尿検査および膀胱鏡検査を繰 り返し

ながら必要に応 じて生検を行い癌化を認める際には,

根治的治療を行 うべきと考える.

結 語

Cystitiscysticaandglandu】arisの1例 を 報 告

し,若 干 の 文 献的 考 察 を 加 えた.

本論文の要旨は第449回 日本泌尿器科学会東京地方会にて

発表した.

文 献

1)大 越 正 秋,畠 亮,長 谷 川 昭,織 田 孝 英:

CystitiscysticaとCystitisglandularis.治 療

53:1481-・1484,1971

2)BrogdonBG,SilbigerMLandColstonJR:

Cystitisglandularis.Radiology85:470-473,

ig65

3)KossLG=Tumorsoftheurinarybladder.

AtlasofTumorPathology.AFIP=p6,1975

4)森 山 信 男,伊 藤 一 元,馬 淵 基 樹,杉 山 喜 彦:

Cystitisglandularisの2例.臨 泌33:1013-

1016,1979

5)姉 崎 衛,峰 山 浩忠,阿 部札 男:腺 性 膀 胱 炎 を 合

併 した 膀 胱 白板 症 の1例.ガ ン新 病 誌10=25-

29,1970

6)緒 方 二 郎,中 島研 二,高 野 信 一:腺 性 膀 胱 炎,膀

胱 腺 癌 の各1例.日 泌 尿 会誌61:1036-1037,

1970

7)川 野四 郎,鎗 水 史朗,木 下 良 昭:Cystitiscystica

の1例.日 泌 尿 会誌63:466,1972

8)野 辺 崇,藤 井 公也:腺 性 膀 胱 炎 の2例.西 日泌

尿36:339-342,1974

9)徳 原正 洋,滝 原博 史:膀 胱 腫 瘍 を疑 った 腺 性 膀 胱

炎 の1例.日 泌 尿 会誌69:1522-1523,1978

10)宮 城 徹三 郎,大 滝 三 千雄:Cystitisglandularis

の1例.日 泌 尿 会 誌72=931,1981

11)小 畠 道夫:腺 性 膀 胱 炎 の1例.西 日泌 尿43:192,

1981

12)岩 崎 晧,広 川 信,岩 本 晃 明,佐 藤 和 彦,松 下

和 彦,朝 倉 茂 夫:炎 症 性 腫 瘤 を 形成 した腺 性 膀 胱

炎 の1例.臨 泌37:935-938,1983

13)西 本憲 治,小 野 洵 ,平 山 多秋:腺 性 膀胱 炎 の1

例.日 泌 尿会 誌75=1696,1984

14)山 本 勝,高 橋 徳 男 ,山 中雅 夫=排 尿 困 難 を主 訴

と した 嚢 胞性 膀 胱 炎 の1例.日 泌 尿 会誌77:366-

367,1986

15)ParkerC:Cystit五scysticaandglandularis=

Astudyof40cases.ProcRSocMed63;



508 泌尿紀要35巻3号1989年

239-242,1970

16)DaviesGandcastroJE=cyst量tisglandula-

ris.Urology10=128-129,1977

17)GoffIIWB:Cystitiscysticaandcystitis

glandularis:causeofbladdermass,J

ComputAssistTomogr7=347-349,1983

18)shawJL,GislasonGJandImbrigliaJE:

Transitionofcystitisglandularistoprimary

adenocarcinomaofthebladder.∫Urol79:

8i5-822,1958

19)EdwardPDHurmRAandJaeschkeWH:

Conversionofcystitisglandularisto

adenocarcinoma.JUro1108:568-570,1972

20)加 藤 篤 二:腺 性 化 生 よ り発 した と思 わ れ る 膀 胱 腺

癌 の 一 例.泌 尿 紀 要19:147-150,1973

21)LinJI,YongHs,TsengCH,MarcidiPS,

ChoyC,PilloffB=Diffusecystitisglandu-

1aris.Associatedwithadenocarcinomatous

change.Urology15:411-415,1980

22)AndersenJAandHansenBF=The三ncidence

ofcellnest,cyst三tiscysticaandcystitis

glandular三sinthelowerur三narytract

revealedbyautopsies。JUrol108:421-424,

1972

23)ItoN,HiroseM,Shira三T,TsudaH,Na-

kanishiKandFukushimaS:Lesionsof

theurinarybladdercpitheliumin125

autopsycases.ActaPathQIJPn31=54「5-557,

1981

(1988年3月22日 受 付)


